
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
模

型
を
展
示
し
ま
す

　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
仕

組
み
が
分
か
る
模
型
や
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
と
は

現
在
、
わ
が
国
で
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
軌
間
可
変
電
車
の
こ
と

で
す
。
こ
の
電
車
は
、
線
路
の
軌

間
（
ゲ
ー
ジ
）
に
合
わ
せ
て
車
輪

の
幅
を
自
動
的
に
変
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
実
用
化
さ
れ
る

と
、
新
幹
線
（
標
準
軌
）
と
在
来

線
（
狭
軌
）
と
の
直
通
運
転
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
場
所

〇
東
予
総
合
支
所

　

11
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

〇
丹
原
総
合
支
所

　

11
月
８
日
㈫
～
14
日
㈪

〇
小
松
総
合
支
所

　

11
月
15
日
㈫
～
21
日
㈪

〇
市
庁
舎
本
館

　

11
月
22
日
㈫
～
28
日
㈪

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

企
画
調
整
係（
内
線
２
５
２
４
）

第
１
回

西
条
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

　

地
域
住
民
の
防
火
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
が
研
究
・
学
習
・
体
験
し

て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
６
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
問
合
せ

　

市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

TEL
０
８
９
７―

５
６―

０
２
５
１

全
国
矯
正
展
（
松
山
会
場
）

　

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
を

は
じ
め
、
パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
な
ど

に
よ
る
矯
正
施
設
の
紹
介
、
受
刑

者
の
文
芸
作
品
展
示
、
各
種
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

展
示
即
売
に
は
家
具
、
縁
台
、

紳
士
靴
な
ど
多
数
出
品
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　

９
時
30
分
～
16
時

※
20
日
は
15
時
ま
で
。

■
場
所　

松
山
刑
務
所（
東
温
市
）

■
問
合
せ

　

松
山
刑
務
所
企
画
部
門

TEL
０
８
９―

９
６
４―

２
３
７
６

■
主
催　

　

法
務
省
矯
正
局
、
㈶
矯
正
協
会

西条市文化講演

日　時　12月４日㈰
　　　　開場：13時30分
　　　　開演：14時
場　所　総合文化会館
　　　　大ホール
受講料　500円（全席自由）

市教育委員会　生涯学習課（市庁舎別館）
　　　　　　　東予分室　（東予総合支所）
　　　　　　　丹原分室　（丹原総合支所）
　　　　　　　小松分室　（小松総合支所）
総合文化会館、丹原文化会館
中央公民館、各公民館

市庁舎別館生涯学習課社会教育係　内線5232
お問い合わせ先

チケット取扱所

〃
〃
〃

講師：草野満代さん
（キャスター）

▲フリーゲージトレインの試験車両

　最近、子どもに関する事件や事故が増えています。特に親
が子どもに対して虐待し、心身に後遺症を残したり、死亡さ
せたりするなど、重大な結果をまねく場合もあります。
　児童虐待の解決には、早期発見・早期対応が極めて重要で
す。そのためには、行政機関をはじめとして、ご家族や近所
の方など、地域の皆さんで協力し合うことが不可欠です。
　悲しい事件が繰り返されないように、地域全体で子どもた
ちの健やかな成長を支えていきましょう。

〇市庁舎別館　　女性児童福祉課児童係　　　内線2332
〇東予総合支所　福祉課女性児童福祉係　　　内線135
〇丹原総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線212
〇小松総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線122
〇東予児童相談所　℡0897－43－3000
〇最寄りの民生児童委員・主任児童委員
※児童虐待を発見した際も上記へご連絡ください。休日・夜間など、緊急時の
　通報は市役所（℡0897－56－5151）または東予児童相談所へご連絡ください。

１人だけで悩まずに、まずは次のところへ相談を！

▼児童虐待とは？
　児童虐待には、次の４種類があります。
①身体的虐待　殴る・蹴るなど、子どもの身体に傷を負わせる
　行為や、子どもの生命に危険を及ぼす暴行を加えることです。
②性的虐待　子どもにわいせつな行為をしたり、性的暴行を加
　えたりすることです。
③養育放棄（ネグレクト）　子どもの生活の面倒を見なかった
　り、育児をせずに放置したりすることです。
④心理的虐待　子どもに対し暴言や拒絶的な対応をすることで
　情緒不安定にさせたり、心に傷を負わせたりすることです。
▼児童虐待が起こる理由は？
　子どもへの接し方や育児の方法が分からなかったり、夫婦間
の不和や仕事上のトラブルなどでストレスに苦しんだりしてい
るときに、児童虐待が起こりやすいといわれています。
　児童虐待が多く発生している原因としては、人間関係が希薄
になったことで、親が社会的に孤立していることがあげられま
す。その結果、子育てに自信を無くして虐待に発展してしまう
のです。
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